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日本に伝来する二種類の「油滴天目」をめぐって

小林 仁

Hitoshi Kobayashi

A Study of the Two Types of 
Yuteki Tenmoku in Japan

抄　録

日本は中国産の天目（黒釉茶碗）の優品が数多く伝世している天目の世界的宝庫である。

大阪市立東洋陶磁美術館所蔵の国宝「油滴天目」はその代表例であり、南宋時代の建窯

産である。日本にはこうした建窯産以外に、金時代の華北産の「油滴天目」も伝世して

いる。本論では、これら二種類の「油滴天目」の相違と伝来や受容の様相などについて

考察し、日本における「油滴天目」の歴史的意義とその実像を明らかにしたい。

Summary

Japan is a world treasure trove of Tenmoku—black-glazed tea bowls produced in China—which 
has been handed down through many generations. A representative example is the National 
Treasure, Yuteki Tenmoku, in the collection of the Museum of Oriental Ceramics, Osaka, 
produced in the Jian kilns of the Southern Song dynasty. In addition to the Jian ware, there 
is another type of Yuteki Tenmoku produced around the Jin dynasty in the northern region of 
China. In this paper, I would like to clarify the real image of Yuteki Tenmoku and its significance 
in Japan by discussing the differences and historical backgrounds between them.
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はじめに

日本は中国産の天目（黒釉茶碗）の優品が数多く伝世している天目の世界的宝庫で

ある。なかでも静嘉堂文庫美術館、藤田美術館、大徳寺龍光院にそれぞれ所蔵される

国宝の曜変天目3碗と大阪市立東洋陶磁美術館に所蔵される国宝の油滴天目、そして
相国寺に所蔵される国宝の玳玻天目といった国宝に指定されている天目はその代表で

ある。

大阪市立東洋陶磁美術館所蔵の国宝の油滴天目は、南宋時代（1127～1279）の建窯
（窯址は福建省南平市水吉鎮にある）のものと考えられるが、日本には実はこうした建

窯産の油滴天目以外に、いわゆる「北方油滴」（あるいは「華北油滴」）とも呼ばれる金

時代（1115～1234）を中心とした華北（中国中北部）産の「油滴天目」も少なからず伝
世している（以後、「北方油滴」とする）。南北異なる地域、王朝でつくられたこれら二

種類の「油滴天目」は、実際には胎土や油滴の斑文の形状などに相違が見られる点が

指摘できる。このことは、これら二種類の「油滴天目」それぞれの請来や受容の歴史、

そして14世紀後半にすでに見られるようになる「油滴」という日本独自の分類概念の
成立と変遷の問題とも関わる。さらに、これらの中には歴史上「曜変」と認識されて

きたものもあり、このことは「曜変」概念の拡張と捉えることが可能で、日本におけ

るいわゆる「唐物天目」（中国産天目）の受容と認識の様相を考える上で注目される。

本論文では、窯址や出土資料、伝世品の調査研究や文献史料の研究の成果などを踏

まえ、こうした二種類の「油滴天目」の相違と請来・伝来の背景などについて考察し、

それらの受容と認識の様相を明らかにしたい。従来、その名がよく知られている「油

滴天目」であるが、本論文はその請来と分類概念の成立や展開などの歴史を解き明か

すことで、「油滴天目」の理解と認識に新たな知見をもたらし、その実像に迫ること

を目指すものである。

1.  二種類の油滴天目

日本の伝世品において、産地の違いなどにより二種類の「油滴天目」が存在するこ

と、より正確に言えば、建窯産以外の種類の油滴天目が認識されるようになったの

は20世紀30年代頃からといえる。科学的な陶磁器研究の先駆者でもある奥田誠一氏
（1883～1955）は、その産地について山西省や山東省である可能性を提起するととも
に、胎土や斑文、焼き締まりや製作年代の違いなどについても言及している。*1また、

古陶磁蒐集家でもあった弁護士の三宅長策氏（生没年不詳）は、やはり山西省や山東

省から類品が発見されていることに加え、胎土や釉薬、焼成温度の違いから建窯産の

油滴天目との相違を指摘している。*2こうしたことから、20世紀に入り、中国での新た
な発見により伝世の建窯の油滴天目とは異なる「北方油滴」の産地や特徴等の問題が

にわかに認識、注目されるようになった様子がうかがえる。

*1 奥田誠一「国宝の陶磁器（一）」『陶器講座 第一巻』雄
山閣、1935年、11頁。奥田誠一『茶碗談義』創芸社、
1948年、242頁。

*2 三宅長策「天目考」『陶器講座 第六巻』雄山閣、1935
年、21- 22頁。
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図1. 国宝　油滴天目　南宋時代　高7.5cm、口径12.2cm、高台径4.2cm
大阪市立東洋陶磁美術館蔵（住友グループ寄贈／安宅コレクション）　写真：西川茂

図2. 重要文化財　油滴天目　南宋時代　高7.0㎝、口径12.6㎝、高台径4.0㎝
九州国立博物館蔵　ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）
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（1）建窯産の油滴天目

建窯産の油滴天目の代表はいうまでもなく大阪市立東洋陶磁美術館所蔵の国宝「油

滴天目」（図1）と九州国立博物館所蔵の重要文化財「油滴天目」（図2）である。これら建窯

産の油滴天目は、すでに室町時代の『君台観左右帳記』などにおいて、同じ建窯産と

される曜変天目に次ぐものとして高く評価されている。建窯窯址は福建省南平市建陽

区水吉鎮の後井村・池中村一帯に分布しており、1935年にアメリカ人のジェームス・
マーシャル・プラマー氏（James Marshall Plumer、1899～1960）によって初めて本格
的に調査された。*3その後1960年以降、中国の公的機関により3度にわたる大規模な発
掘調査が行われ、これまでに蘆花坪、大路後門、営長乾、源頭坑、庵尾山、牛皮崙な

どの窯址が確認されている。なかでも蘆花坪窯址は伝世の油滴天目の有力な候補地と

考えられている。

国宝と重要文化財の油滴天目を観察して分かる特徴としては、①油滴状の斑文は碗

の内外にびっしりと生じ、斑文自体は内部に細かなシワが生じた複数の結晶体の集合

からなる、②銀色や金色など金属的な光沢感がある、③鉄分の多い灰黒色の胎土、④

構造色による光彩（虹彩）を伴うものもあり、⑤器型は天目形（鼈口、中国では「束口」

という）を中心に端反り形（朝顔形）のやや大きな碗（鉢）なども知られる。

油滴天目の斑文について、実際に国宝「油滴天目」を見ると、小さな斑文が内外に

隙間なく見られる。斑文の形状や大きさは様々であり、拡大してみると斑文内には細

かなシワのようなものが生じており、細胞分裂のような状態を見せるものや部分的に

釉の流下とともに斑文が流動している状態のものも確認できる（図3）。国宝や重要文化

財の油滴天目に見られる青色をはじめとした見る角度によって色が変わる美しい光彩

（虹彩）は、これまでの研究成果から「構造色」と呼ばれる釉表面に生じたナノレベル

の微細構造由来であることが分かっており、国宝の曜変天目のそれが最も代表的なも

のであり、その他禾目天目（兎毫盞）など建窯産の天目に生じることのある特徴とい

える。*4胎土については、鉄分が多く還元焼成で灰黒色を呈する点が建窯産天目に共通

の特徴であり、後述の『君台観左右帳記』（東北大学図書館狩野文庫蔵）の「油滴」の説

明には、「地くすりいかにもくろくして」とあり、また曜変の説明には「建盞の内の無

*3 J. M. Plumer, TEMMOKU: A Study of the Ware of 
Chien, Tokyo: Idemitsu Art Gallery, 1972年。

*4 小林仁「天目―中国黒釉の世界」大阪市立東洋陶磁

美術館編『天目―中国黒釉の美』中央公論美術出版、
2020年、115頁。

図3. 国宝　油滴天目　斑文拡大画（約50倍）　筆者撮影
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上也」、「地いかにもくろく」とあることから、これらが「建盞」*5（建窯産）に共通の特

徴であることが室町時代にはすでに認識されていたことが分かる。

（2）北方油滴について

華北産の北方油滴の伝世品の代表的なものとして挙げられるのが大徳寺龍光院所蔵

の重要文化財「油滴天目」（図4）や徳川美術館所蔵の徳川家康旧蔵（駿府御分物）の大名

物で「曜変天目」として伝わった作例（図5）などである。また、藤田美術館には重要文

化財の、いわゆる「白覆輪」装飾の見られる「油滴天目」が所蔵されており、同様の白

覆輪天目の北方油滴は大阪市立東洋陶磁美術館にも所蔵されている（図6）。

北方油滴の産地としては、山西省（懐仁窯、楡次窯、会休窯、長治窯、興県窯、平

陽窯、臨汾窯など）、河北省（定窯、磁州窯など）、河南省（修武当陽峪窯、魯山段店

窯など）、陝西省（耀州窯など）、内蒙古自治区（赤峰缸瓦窯など）、山東省（淄博窯な

ど）など華北一帯に広く分布していることが分かっている。*6これは広い意味で「磁州

窯系」と呼ばれている製品生産地分布とも重なる部分が多い。*7年代については、金時

代を中心としており、中国での出土例に関しては一部北宋に遡る可能性のあるもの

や、元時代のものも見られる。近年、北方油滴をはじめとした黒釉に関する関心も高

まりつつあり、産地に関する再検討も始まったが、*8とくに前掲の日本伝世品の候補地

としてしばしば指摘されている懐仁窯や臨汾窯など山西地区の窯址については筆者も

調査に訪れたことがあるが、学術的調査と窯址出土資料がまだ十分ではなく、伝世品

の産地特定は現時点では難しい。

日本伝世品の北方油滴に見られる特徴としては、①雪花状結晶（氷晶状結晶）のよ

うな斑文、②白色系胎土、③黒釉の二重掛け、④露胎部の鉄泥漿（鉄化粧、中国では

「護胎釉」とも呼ばれる）、⑤赤み或いは紫味がかった黒色の釉色、⑥器型は碗形、端

反り形など茶碗以外にも瓶・壺類もあり、⑦白覆輪装飾、などが挙げられる。

北方油滴の斑文は雪の結晶のようであり（図7）、建窯産と生成過程が基本的に異なる

ものである。*9建窯では還元焼成で特徴的な青黒い発色が得られるのに対して、北方油

滴は大徳寺龍光院所蔵品に顕著に見られるように赤紫がかった黒色であることから、

酸化焼成といわれている。*10また焼成温度も建窯に比して概してやや低めである。

さらに建窯産天目の鉄分の多い灰黒胎に対して、北方油滴は鉄分の少ない白色系胎

土（白瓷胎）が用いられている。そのため、黒釉の一度掛けでは黒味が足りずに二重

掛けが施されることが多く、これは華北の黒釉全般にもしばしば見られる工夫であ

る。さらに、高台をはじめ底部露胎部分を中心に鉄泥漿が施されている場合が多い。

*5 『君台観左右帳記』などに見られる室町時代の「建盞」
の語には、すでに指摘があるように、①広義（建窯産
の茶碗）と②狭義（いわゆる禾目天目（兎毫盞））の
意味がある（奥田直栄「天目」徳川美術館・根津美術
館編『天目』徳川美術館・根津美術館、1979年、196-
198頁。岩田澄子『天目茶碗と日中茶文化研究』宮帯
出版社、2016年、176-177頁）。

*6 任士録「北方黒釉―油滴初探」深圳市文物考古鑑定
所編著『知白守黒―北方黒釉瓷文物精品』嶺南美術
出版社、2016年、7-32頁。

*7 森達也「磁州窯系陶瓷生産地の分布と展開」『東洋陶
磁』第33号、2004年。

*8 前掲注6任士録「北方黒釉―油滴初探」、7-32頁。
*9 横山直範・田口肇・岡崎友紀・岩田澄子「『君台観左
右帳記』にみる天目釉の再現（1）―禾目天目と2種
の油滴天目―」『日本伝統文化学会誌』第1号、2016
年、27-39頁。

*10 大西政太郎『陶芸の土と窯焼き』理工学社、1983年、
3-59頁。
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図4. 重要文化財　油滴天目　金時代　高4.6cm、口径9.0㎝、高台径3.5cm　
大徳寺龍光院蔵　写真：渞忠之（MIHO MUSEUM・田中敦子編『大徳寺 龍光院
国宝 曜変天目と破草鞋』MIHO MUSEUM、2019年、図版48、205頁）
図5. 油滴天目（「曜変天目」）　金時代　高7.7cm、口径13.3㎝、高台径4.6cm
徳川美術館所蔵　©徳川美術館イメージアーカイブ/DNPartcom
図6. 白覆輪天目（油滴天目）　金時代　高8.2cm、口径14.6cm、高台径4.9cm
大阪市立東洋陶磁美術館蔵（住友グループ寄贈／安宅コレクション）　写真：西川茂
図7. 永青文庫蔵　油滴天目　斑文拡大画像（約50倍）　筆者撮影

図4. 

図5. 

図6. 

図7. 



民族藝術学会誌  arts/ ｜ vol.38 ｜ 2022 論文

118

これは建窯産天目の灰黒胎を意識したものとも考えられるが、*11一方で黒い茶碗として

白い胎土が目立つことを防ぐ必然的な工夫ともいえる。いずれにしても、北方油滴に

見られるこうした特徴からは、建窯産天目と基本的に共通する器形や各種装飾など、

建窯産天目を意識したものであったことは明らかであろう。

この他、永青文庫所蔵の細川家伝来の北方油滴（図8）は、静嘉堂文庫美術館所蔵の重

要文化財の建窯産の「油滴天目」（図9）と類似する口が大きく外反したいわゆる「端反り

形（朝顔形）」の大きめの碗（鉢）であり、同様の北方油滴は戸栗美術館にも所蔵され

ている。すでに指摘があるように、永青文庫の北方油滴は内壁に5か所、他の部分よ
りもやや大きめの花文状の油滴斑が施された珍しい作例である。*12このことから、北方

油滴においては、油滴斑による装飾効果が意図的になされていたと考えられる。こう

*11 藤岡了一「宋代の天目・建窯」座右宝刊会編『世界陶
磁全集 第10巻』河出書房、1956年、205頁。

*12 小林仁「細川家に伝わった「ゆてき」―永青文庫蔵「油
滴天目」」『季刊永青文庫』No.110、2020年、30-32頁。
これについては早くに人為的なものとの指摘があり
（藤岡了一「宋 華北窯 油滴天目茶碗（作品解説）」小

山冨士夫編『中国名陶百選』日本経済新聞社、1960
年、39頁）、またその文様構成から「連珠式梅文」と
の興味深い説も提起されている（謝明良『陶瓷手記2
―亞州視野下的中国陶瓷文化史』石頭出版、2012年、
222-223頁）。

図8. 油滴天目　金時代　高7.0cm、口径18.4㎝、高台径5.6cm　永青文庫蔵　画像提供：永青文庫

図9. 重要文化財　油滴天目　南宋時代　高8.1cm、口径19.7cm、高台径5.3cm　静嘉堂文庫美術館蔵
画像提供：静嘉堂文庫美術館／DNPartcom
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した油滴斑を花文状に意図的につくり出している作例は、中国金時代の遺跡の出土

例（図10）や河南省焦作市修武県の当陽峪窯のものとされる破片*13などにも確認できる。

当陽峪窯では多種多様な褐斑装飾も見られることから、花文状の油滴斑装飾も様々な

鉄斑装飾の一つとして生まれた可能性が考えられよう。

2.  日本への流通と受容

（1）文献に見る油滴天目

文献資料において、油滴天目を示す「油滴」は日本で生まれた名称であり、その名

は『異制庭訓往来』（1349～1372頃）や『新札往来』（1367年）など遅くとも14世紀後半
の南北朝・室町時代には見られるようになる。*14なかでも室町時代の足利将軍家におけ

る唐物による座敷飾りの秘伝書『君台観左右帳記』（能阿弥や相阿弥によるとされる記

録）には、当時日本に請来されていた中国製の黒釉茶碗のランク付けと説明、さらに

評価額までが記されている。

油滴　　第二の重宝。これも地くすりいかにもくろくして、うすむらさき色のしらけた

るほし、うちそとにひたとあり。ようへんよりハ、世に数あまたあるへし。五千疋。 

 ―『君台観左右帳記』「土之物」

 （永正8（1511）年相阿弥奥書、東北大学附属図書館本）

最上位に位置づけられている「曜変」の説明には、「建盞の内の最上也」「地いかに

もくろく」「こきるり（瑠璃）、うすきるりのほし、ひたとあり」とあり、油滴も「これ

も地くすりいかにもくろく」とあり、前述のとおり胎土が黒い、あるいは灰黒色の胎

土を通して黒く見える鉄分のある釉色は、建窯産の特徴を示すとともに、曜変と違う

のは、「ほし」すなわち斑文が「うちそとにひたとあり」（碗の内外にびっしりと見ら

*13 盧華堂『焦作当陽峪窯古陶瓷標本』中州古籍出版社、
2019年、214頁。

*14 『遊学往来』（1372年以前） に見られる「雨滴」の名称
も油滴天目を指すものと思われる。

図10. 油滴天目　金時代　1983年山西省大同市南関窖蔵出土　大同市博物館蔵　筆者撮影
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れる）という点であり、これは国宝の曜変天目と油滴天目にも実際に確認できる。こ

の他、永享9年（1437）に後花園天皇（1419～1470）が室町幕府第六代将軍・足利義教
の邸宅・室町殿に行幸した際の様子を記録した『室町殿行幸御餝記』（1437年、能阿
弥記、徳川美術館所蔵）には、天皇に献上するため会所内に「油滴」4点と「建盞」31
点が飾られたことが記されている。*15なお、『綱光公記』（国立歴史民俗博物館所蔵広橋

家本）には、義教から後花園天皇に「曜変御建盞」も献上されたとの記録が見られる。*16

これらのことから、油滴や曜変が足利将軍家から天皇に献上されたことが分かる。

日本の「油滴天目」の名称に対して中国で当時どのような呼称が当時用いられてい

たかについて、日本では明時代の曹昭『格古要論』（巻之下、古窯器論、古建器）に

見られる「滴珠」が油滴であるとの説が早くに提起され、長らく一定の支持を得てき

た。*17しかし、これについては建窯産の天目にしばしば見られる特有の滴状の釉垂れを

指すとの見解が出されており、説得力のあるものといえる。*18一方、陶穀撰とされる

『清異録』や宋時代の詩文などにもしばしば見られる「鷓鴣斑」の語は、これまで油滴

か兎毫（禾目）かの論争が長らくあったが、日本でいう「曜変」や「油滴」など特殊な

斑文のあるものを指していた可能性が指摘されており、*19少なくとも「油滴」に限定し

た名称ということはできないだろう。

（2）伝来の様相
すでに南北朝～室町時代の文献に「油滴」として登場する建窯産の油滴天目である

が、国宝や重要文化財など「油滴天目」の伝世品からは、室町時代以前の来歴は残念

ながら分からない。*20福岡の博多遺跡群ですでに鎌倉時代に建窯産の天目がもたらさ

れていたことは分かっているが、油滴天目や曜変天目など最上級品の建窯産天目は

確認されていない。また、元時代の1323年に浙江省寧波を出港し、日本の博多に向
かう途中に韓国全羅南道の新安沖で沈没した、いわゆる「新安沈船」からは元時代の

龍泉窯青磁など約2万点の中国陶磁が引き揚げられた。その中には使用痕のある禾目
天目（兎毫盞）など宋時代の建窯産天目66点が確認されており、後の元時代に日本に
貿易によりもたらされていた事実を示している。*21さらに、日明勘合貿易の記録『大明

別幅并両国勘合』には、明の永楽帝が当時の「日本国王源道」、すなわち室町幕府三代

将軍の足利義満に「建盞」10碗を頒賜した記録が見られ、*22その中に宋時代の曜変や油

*15 佐藤豊三「天目と茶」前掲注5　徳川美術館・根津美
術館編『天目』、234頁。

*16 藤原重雄「応仁・文明の乱前夜の将軍家と同朋衆」
公益財団法人 三井文庫 三井記念美術館編『東山御物
の美―足利将軍家の至宝―』公益財団法人 三井文庫 
三井記念美術館、2014年、156頁。『綱光公記』につ
いては、遠藤珠紀・須田牧子・田中奈保・桃崎有一
郎『綱光公記－寛正五年暦記（二）・寛正五年十一月
一二月別記－」（『東京大学史料編纂所研究紀要』第
24号、2014年3月）に詳しい。

*17 今泉雄作「君台観左右帳記考証」『国華』第40号、
1893年、70頁。

*18 陳顕求・陳士萍「建盞珍品的研究」『景徳鎮陶瓷学院
学報』第12巻第4期、1991年、28-29頁。また、国立
台湾大学芸術史研究所の謝明良氏からは「滴珠」が

油滴ではなく、釉垂れであることをご教示いただい
た。

*19 謝明良「関於「曜変天目」謝明良『陶瓷手記3―陶瓷
史的地平与想像』石頭出版、2015年、44-47頁。

*20 国宝「油滴天目」は豊臣秀次（1568～1595）所持、
そして重要文化財「油滴天目」は古田織部（1544～
1615）所持であったと伝わることが知られているが、
それ以前の来歴は不明である。

*21 今井敦「天目の歴史」『天目―賞翫され続ける至宝
の茶碗』淡交社（淡交別冊愛蔵版第56号）、2009年、
32-33頁。森達也「天目とは何か」『天目 てのひらの
宇宙（別冊 炎芸術）』阿部出版、2018年、30-31頁。

*22 湯谷稔編『日明勘合貿易史料』国書刊行会、1983年、
453頁。
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滴などの最上級の建窯産天目が含まれていた可能性も十分考えられる。*23国宝「油滴天

目」をはじめ最上級の建窯産の油滴天目の日本への請来はこのように南宋時代という

よりも後の時代、とりわけ文献上で「油滴」という名称と認識や位置づけが確立する

室町時代であった可能性が高い。

一方、北方油滴については、やはり室町時代以前に日本に請来されていたかどう

かは不明である。大徳寺龍光院所蔵品は、堺の豪商で茶人でもあった天王寺屋・津

田宗及（？～1591）が所持し、その後宗及が父の菩提を弔うため創建した堺の大通庵
を経て、宗及の次男・江月宗玩（1574～1643）が住持となった龍光院に寄進され今に
至るものである。1788年に大徳寺を参詣した播磨姫路藩第二代藩主・酒井宗雅（1755
～90）は自著の茶会記『逾好日記』にその時に拝見した「油滴天目」について記してい
る。*24また、徳川美術館所蔵品は、油屋常祐（生年不詳～1579）ら堺の町衆茶人らの手
を経て、徳川家康の所蔵となり、その後尾張徳川家初代・徳川義直（1601～1650）へ
伝えられ（駿府御分物）、尾張徳川家の伝来となった由緒正しきものである。*25いずれ

も16世紀の堺の有力な町衆茶人が所有していたことからも、やはり明時代に新たに
もたらされた可能性が高いものと推測される。

なお、現在日本の美術館や博物館等に所蔵される北方油滴については、伝世品以外

にも20世紀前半に中国のみならず朝鮮半島（高麗時代の古墳などの遺跡）で出土し、
日本に請来されたものが含まれることは、前述の三宅長策氏らが早くに指摘してい

る。*26実際、韓国の国立中央博物館には高麗古墳出土品の可能性が高い北方油滴1点が
所蔵されており（図11）、北方油滴が高麗王朝にもたらされていたことをうかがわせる。*27

*23 謝明良「関於曜変天目」『故宮文物月刊』第390号、
2015年、103頁。 前述の義教が後花園天皇へ献上した
「油滴」や「曜変御建盞」なども当時、明の皇帝から頒
賜された可能性が高いとの指摘は重要である（謝明良
「十五至十六世紀日本的中国陶瓷鑑賞与収蔵」謝明良
『貿易陶瓷与文化史』允晨文化、2005年、335-336頁。

*24 砂澤祐子「茶会記にみる天目」前掲注21『天目―賞翫
され続ける至宝の茶碗』、85頁。

*25 なお、家康以前の伝来については、検討の余地があ
ることが指摘されている（公益財団法人徳川黎明会 
徳川美術館編『殿さまとやきもの―尾張徳川家の名

品―』公益財団法人徳川黎明会 徳川美術館、2019年、
191頁）。

*26 三宅氏によれば、「朝鮮古蹟」や「撫順方面」から出
土するのを見たという（前掲注2三宅長策「天目考」、 
22頁）

*27 前掲注4小林仁「天目―中国黒釉の世界」、108頁。高
麗遺跡出土の中国産天目については、鄭銀珍「中国
黒釉盞の受容と高麗黒釉」（前掲注4　大阪市立東洋
陶磁美術館編『天目―中国黒釉の美』、142-165頁）
に詳しい。

図11. 油滴天目　金時代　高4.5cm 、口径9.4cm、 高台径3.3cm　韓国・国立中央博物館蔵（徳壽3134）
（国立中央博物館美術部編『国立博物館所蔵中国陶磁』国立中央博物館、2007年、図版93、185頁）
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（3）「曜変」としての油滴天目

興味深いことに、徳川美術館所蔵品は『駿府御分物御道具帳（11冊）』（1616～1618）
には「やうへん〔曜変〕天目」と記されており、また作品の内箱の箱表にもそれと対応

するかのように「やうへん」と墨書された貼紙が見られることなどから、当時「曜変

天目」と認識され、その後尾張徳川家でも「曜変天目」として伝来してきたことが分

かっている。*28また、大徳寺龍光院所蔵品についても、『天王寺屋会記』の名で知られ

る堺の天王寺屋津田家三代（宗達、宗及、宗凡）の茶会記録である『宗及茶湯日記』の

宗達自会記に見られる「ようへん　貝台」や「美濃ようへん」（1555年）などがこれに
相当するのではないかとの説もある。*29

こうした「曜変」の定義の拡大ともいえる現象は、実は、建窯産の天目についても

見ることができる。加賀藩主前田家には2点の「ようへん天目」が所蔵されていたこ
とが、『加賀前田家表御納戸御道具目録帳』（1846年、財団法人前田育徳会尊経閣文
庫蔵）からうかがえる。*301点はMIHO MUSEUM所蔵の重要文化財の「耀変天目」で
あり、斑文の拡大画像を見ると、国宝「油滴天目」と同様の特徴を見せている（図12）。*31

もう1点は根津美術館所蔵の重要美術品「曜変天目（油滴天目）」であり、茶碗の内外
にはやはり油滴状の大小様々な斑文が生じている。いずれも内箱の箱表には小堀遠

州（1579-1647）筆とされる金粉字形や銀粉字形の「曜変」の文字が見られることから、
江戸初期を代表する大名茶人であった遠州が「曜変」としての認定をした可能性があ

る。2点とも国宝の曜変天目や油滴天目のような構造色由来の美しい光彩を有してお
り、とくに重要文化財「耀変天目」は虹色の独特の光彩が斑文全体を覆っており、「曜

変」と認定されたことも十分に理解できる。一方で、徳川美術館所蔵品なども考え合

わせると、江戸時代初期に「曜変」の定義の拡大が図られ、現在「油滴天目」と認識さ

れ得るものが「曜変天目」として認定されたと見ることが可能であろう。その背景と

しては、江戸幕藩体制のもと、室町時代以来の権威や格式の象徴としての曜変天目や

*28 前掲注25公益財団法人徳川黎明会 徳川美術館編『殿
さまとやきもの―尾張徳川家の名品―』、191頁。

*29 前掲注24砂澤祐子「茶会記にみる天目」、85頁。
*30 尊経閣文庫飯田瑞穂校閲『加賀前田家表御納戸御道
具目録帳（古美術茶道蔵帳集成下巻）』国書刊行会、
1978年、200-201頁。

*31 古陶磁の科学的研究の第一人者である山崎一雄氏
は、早くにこの作品を調査し、約20倍の拡大観察に
より、「非常に細かい結晶から成り、内部に樹枝状
の破れ目が存在する」とし、他の曜変天目には見ら
れないことを指摘している（山崎一雄「曜変天目」『東
洋陶磁』第4号、1977年、38頁）。

図12. MIHO MUSEUM蔵重要文化財「耀変天目」の拡大画像（20
倍）（山崎一雄「曜変天目」『東洋陶磁』第4号、1977年、挿図5、
39頁）
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油滴天目など唐物天目に対する需要が増えたことによる新たな価値付けの必要性が一

つの要因としてあったと考えられる。

おわりに―日本における油滴天目の意義と実像

日本における油滴天目の歴史的意義と実像について、以上の考察を踏まえ概括する

と下記のとおりとなる。

①建窯産（南宋時代）と北方産（金時代）の二種類の「油滴天目」が伝世し、両者は

産地、製法等異なるが現在いずれも「油滴天目」の名で呼ばれている。

②「油滴」の名称は日本独自のものであり、室町時代には建窯産の油滴天目を示す

ものとして定着し、『君台観左右帳記』に象徴的に見られるように、「曜変」（曜変天

目）に次ぐ高い評価を得ていた。北方油滴については、18世紀には「油滴」との記録
が見られるものが比較的早い例である。

③建窯産の油滴天目の日本への請来は生産時期である南宋時代というより、出土例

や文献資料などから、元から明時代に下る可能性が高い。なかでも、明の永楽帝から

の頒賜品に「建盞」の名が見られることは注目される。北方油滴については、16世紀
にはすでに請来されていたことが分かり、堺の天王寺屋や油屋など豪商・茶人らが所

持してことが伝来からうかがえる。とりわけ徳川美術館所蔵の北方油滴は徳川家康所

持のもので、当時「曜変天目」と認識されていた。

周知のとおり、中国において、建窯産天目は北宋皇帝や士大夫層に評価されて以

降、宋時代における喫茶文化の隆盛とともに一躍その名が知られるようになった。当

時、油滴天目あるいは曜変天目が中国でどのように呼ばれていたかは、当時の文献や

詩文に見られる「鷓鴣斑」がそれら建窯産の特殊な斑文のある茶碗を指すとの説もあ

るものの、残念ながら詳細は不明である。近年南宋の都杭州の宮廷関連の遺跡から曜

変天目の出土例が報告されるなど、南宋宮廷でも特殊な建窯産天目、すなわち曜変天

目や油滴天目などが用いられ、貴重視されていたことが明らかになった。*32そうした

希少かつ最上級の建窯産天目は、点茶法から泡茶法へと喫茶方法の変わった後の明時

代に皇帝から足利将軍家にもたらされたとすれば、『君台観左右帳記』などに見られ

る日本での請来時期や評価の高さとも合致する。

一方、北方油滴は、建窯産の油滴天目よりもやや遅れて、遅くとも16世紀以降に
日本に請来されていたことが伝世品の来歴からうかがえる。とりわけ徳川美術館所蔵

品に見られたように、当時「曜変天目」と認定されていたという事実は、室町時代以

来の建窯産の曜変や油滴の高い評価を踏まえ、とりわけ数が少なかった曜変天目への

需要を背景として、新たに請来された北方油滴が曜変天目や油滴天目として認定、受

容されたことを示している。実際に北方油滴のみならず、建窯産天目についても同様

*32 小林仁「国宝「曜変天目茶碗」―その神秘なる世界」
奈良国立博物館編『国宝の殿堂 藤田美術館展

 曜変天目茶碗と仏教美術のきらめき』奈良国立博物
館・朝日新聞社・NHK奈良放送局・NHKプラネッ
ト近畿、2019年、31-34頁。
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に、江戸時代初期に曜変天目の定義の拡大が図られ、小堀遠州ら大名茶人がそこに積

極的に関与したことが分かる。

そして、新たな発見例などをきっかけとした建窯産の油滴天目とは異なる「油滴天

目」としての北方油滴の産地や年代、特徴等に関する認識や関心は、20世紀前半まで
またねばならなかった。北方油滴については、窯址の発掘調査や出土資料の調査研究

がいまだ十分とはいえず、伝世品の産地（窯）確定についてもなお慎重な検討が必要

な状況である。

国宝や重要文化財などを含む日本伝世の二種類の油滴天目は、歴史的にも美術的に

も極めて貴重な作例であることはいうまでもないが、今後の中国での窯址や遺跡出土

資料の科学的調査研究の進展に伴い、油滴天目の定義や分類、産地や年代、そして受

容や認識の変遷などを明らかにする上で最も基本となるものであり、その新たな歴史

的価値や美的価値の発見の余地も十分にあるといえよう。
（こばやし・ひとし／大阪市立東洋陶磁美術館、東洋陶磁史）

本論は、JSPS科研費 JP17K02341の助成を受けた研究成果の一部である。


